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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月8日(2019.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）ベクターであって：
　（１）少なくとも１つの異種抗原をコードする第１の核酸配列と；
　（２）少なくとも１つの活性のあるＵＬ４０タンパク質、またはそのオーソログもしく
はホモログをコードする第２の核酸配列と；
　（３）少なくとも１つの活性のあるＵＳ２８タンパク質、またはそのオーソログもしく
はホモログをコードする第３の核酸配列と、を含み；
　前記ＣＭＶベクターが、活性のあるＵＬ１２８タンパク質、またはそのオーソログを発
現せず、かつ活性のあるＵＬ１３０タンパク質、またはそのオーソログを発現しないこと
を特徴とするサイトメガロウイルス（ＣＭＶ）ベクター。
【請求項２】
少なくとも１つの異種抗原をコードする核酸配列を含むＣＭＶベクターであって、前記Ｃ
ＭＶベクターが、
　（１）活性のあるＵＬ１２８タンパク質、またはそのオーソログを発現せず、
　（２）活性のあるＵＬ１３０タンパク質、またはそのオーソログを発現せず、かつ
　（３）ＵＬ４０またはＵＳ２８、またはそのオーソログから選択される活性のあるタン
パク質を発現しない
ことを特徴とするＣＭＶベクター。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの異種抗原が、病原体特異的抗原、腫瘍抗原、組織特異的抗原、ま
たは宿主自己抗原を含むことを特徴とする請求項１～２のいずれか１項に記載のＣＭＶベ
クター。
【請求項４】
　前記病原体特異的抗原が、ヒト免疫不全ウイルス、サル免疫不全ウイルス、単純ヘルペ
スウイルス、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス、パピローマウイルス、プラスモディ
ウム属寄生虫、および結核菌からなる群から選択される病原体に由来することを特徴とす
る請求項３に記載のＣＭＶベクター。
【請求項５】
　前記ＣＭＶベクターが、生体内での成長に必須であるか、必須でないか、またはそれを
増強するウイルスタンパク質をコードする１つまたは複数のウイルス遺伝子において少な
くとも１つの不活性化変異をさらに含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に
記載のＣＭＶベクター。
【請求項６】
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　生体内での成長に必須であるか、必須でないか、またはそれを増強するウイルスタンパ
ク質をコードする前記ウイルス遺伝子がＵＬ８２（ｐｐ７１）またはＵＳ１１であること
を特徴とする請求項５に記載のＣＭＶベクター。
【請求項７】
　前記ＣＭＶベクターが、ヒトＣＭＶ（ＨＣＭＶ）ベクターまたはアカゲザルＣＭＶ（Ｒ
ｈＣＭＶ）ベクターであることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載のＣＭＶ
ベクター。
【請求項８】
　対象において少なくとも１つの異種抗原に対する免疫応答を生成する方法であって、前
記対象に請求項１、３～７のいずれか一項に記載のＣＭＶベクターを、前記対象において
第１の異種抗原に対するＣＤ８＋Ｔ細胞応答を誘発するのに有効な量で投与することを含
むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記ＣＭＶベクターによって誘発されたＣＤ８＋Ｔ細胞の少なくとも１０％が、ＭＨＣ
－Ｅ、またはそのオーソログによって拘束されることを特徴とする請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　対象において少なくとも１つの異種抗原に対する免疫応答を生成する方法であって、前
記対象に請求項２～７のいずれか一項に記載のＣＭＶベクターを、前記対象において前記
少なくとも１つの異種抗原に対するＣＤ８＋Ｔ細胞応答を誘発するのに有効な量で投与す
ることを含む、方法。
【請求項１１】
　前記ＣＭＶベクターによって誘発された前記ＣＤ８＋Ｔ細胞の１％未満が、ＭＨＣ－Ｅ
によって拘束されることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　第２のＣＭＶベクターを前記対象に投与することをさらに含み、前記第２のＣＭＶベク
ターが、少なくとも１つの異種抗原をコードする核酸配列を含むことを特徴とする請求項
８～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のＣＭＶベクターが、活性のあるＵＬ１２８タンパク質を発現することを特徴
とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２のＣＭＶベクターが、活性のあるＵＬ１３０タンパク質を発現することを特徴
とする請求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ＭＨＣ－Ｅ－ペプチド複合体を認識するＣＤ８＋Ｔ細胞を生成する方法であって、
　（１）対象に請求項１、３～７のいずれか一項に記載のＣＭＶベクターを、ＭＨＣ－Ｅ
／ペプチド複合体を認識する一組のＣＤ８＋Ｔ細胞を生成するのに有効な量で投与する工
程と；
　（２）前記ＣＤ８＋Ｔ細胞の組から第１のＣＤ８＋ＴＣＲを同定する工程であって、前
記第１のＣＤ８＋ＴＣＲが、ＭＨＣ－Ｅ／異種抗原由来ペプチド複合体を認識する工程と
；
　（３）１つまたは複数のＣＤ８＋Ｔ細胞を前記対象から単離する工程と；
　（４）前記１つまたは複数のＣＤ８＋Ｔ細胞に発現ベクターをトランスフェクトする工
程であって、前記発現ベクターが、第２のＣＤ８＋ＴＣＲをコードする核酸配列、および
前記第２のＣＤ８＋ＴＣＲをコードする前記核酸配列と動作可能に連結されたプロモータ
ーを含み、前記第２のＣＤ８＋ＴＣＲが、前記第１のＣＤ８＋ＴＣＲのＣＤＲ３αおよび
ＣＤＲ３βを含み、それによりＭＨＣ－Ｅ／異種抗原由来ペプチド複合体を認識する１つ
または複数のトランスフェクトされたＣＤ８＋Ｔ細胞を生成する工程と；
　を含むことを特徴とする方法。
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【請求項１６】
　ＭＨＣ－Ｅ－ペプチド複合体を認識するＣＤ８＋Ｔ細胞を生成する方法であって、
　（１）第１の対象に請求項１、３～７のいずれか一項に記載のＣＭＶベクターを、ＭＨ
Ｃ－Ｅ／ペプチド複合体を認識する一組のＣＤ８＋Ｔ細胞を生成するのに有効な量で投与
する工程と；
　（２）前記ＣＤ８＋Ｔ細胞の組から第１のＣＤ８＋ＴＣＲを同定する工程であって、前
記第１のＣＤ８＋ＴＣＲが、ＭＨＣ－Ｅ／異種抗原由来ペプチド複合体を認識する工程と
；
　（３）１つまたは複数のＣＤ８＋Ｔ細胞を第２の対象から単離する工程と；
　（４）前記１つまたは複数のＣＤ８＋Ｔ細胞に発現ベクターをトランスフェクトする工
程であって、前記発現ベクターが、第２のＣＤ８＋ＴＣＲをコードする核酸配列、および
前記第２のＣＤ８＋ＴＣＲをコードする前記核酸配列と動作可能に連結されたプロモータ
ーを含み、前記第２のＣＤ８＋ＴＣＲが、前記第１のＣＤ８＋ＴＣＲのＣＤＲ３αおよび
ＣＤＲ３βを含み、それによりＭＨＣ－Ｅ／異種抗原由来ペプチド複合体を認識する１つ
または複数のトランスフェクトされたＣＤ８＋Ｔ細胞を生成する工程と；
　を含む、方法。
【請求項１７】
　請求項１５～１６のいずれか一項に記載の方法によって生成されたＣＤ８＋Ｔ細胞。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のＣＤ８＋Ｔ細胞を対象に投与することを含むことを特徴とする癌、
病原性感染、または自己免疫疾患もしくは障害を治療する方法。
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